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御 挨 拶

東京大学 アイソ トープ総了合セ ンター長

斎 藤 信 房

このたび本年度 に新 設 され ました学内共 同利用施設 であるアイソ トープ総合 セ ンターの

長 として､同セ ンターの御世話 を致す こととな りました｡甚 だ微 力ではあ りますが責任 の

重 さを自覚 し､ よきセ ンターの建設のためで きる限 りの努力 を致 す覚悟 であ ります.何 と

ぞ各位 の御指導 と御後援 をお願 い申上 げ ます｡

このセ ンター を設立す る希望 が学内の研究者 間に高 ま り､最初 の概算要求 を東京大学放

射性 同位 元素委員会 か ら本部 に提 出いた しましたの は昭和38年 であ りましたが､以後毎年

要求 が繰 返 され た未 ､ ようや く本年度 セ ンターの設立が認め られたわけであ ります｡ その

間､放射性 同位 元素委具合 の委貞お よび運営委月 の方々､ とくに宮川正元委局長 ､島村修

前委員長 のセンター設立 に対す る御努力は､並 々な らぬ ものがあ りました｡今 日セ ンター

が実現 いた しましたのは一重 にこれ ら多 くの方々の御壷 力 と大学 当局 の御理解 による もの

であ り､ ここに深 く感謝 の意 を表 したい と存 じます｡

本 セ ンターは学部 ､付 置研究所 とは異 な りあ くまで学 内のアイソ トープ研究者 に対 す る

サー ビス機 関であ りますので､セ ンター長 は じめ職 員 はこの線 に治 って業務 にはげむべ き

であ ります｡ しか しなが ら､所属 も異 な り専 門分･野 も多岐 にわたる研究者 による共 同利用

は､研究者各位 のセ ンター業務 に対す る御理解 と御協 力な くしてはその実 をあげ るこ とは

困難 であ ることは申す までもあ りませ ん｡ と くにセ ンターの専属職員が きわめて少数 しか

確保 され ていない現在 の段階ではなお さらこの点が強調 されねばな りませ ん｡折角生 まれ

たセ ンター に閑古鳥 が鳴 いた り､一部 の研究者 による独 占的 な使用 が行 われた りす るこ と

のないよう心か ら願 うものであ ります｡

セ ンターの業務 はいろいろあ りますが､中で もアイソ トープ施設お よび放射線測定機器 .

の共 同利用 は最 も重要 な業務 であ ります｡

これについてはアイソ トープ利用の重要 な二面 である トレーサー利用お よび線源利 用 を

いずれ も重視 し､そのために必要 な機器 は予算 の許す限 り整備 す る予定 であ ります｡ と く
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に最近注 目をされている新 しい核種 の トレーサー利用､放射化法 による超微 量分析､ な ど

のほか､線源利用 の面 ではメスバ ウア-分光法 ､ポジ トロニウム化学 ､ポジ トロン消滅 な

どによる物性研 究や新 しい核物性研究 な どのための実験室 もで きるだけ整備 して御利用 い

ただ き､東京大学 にふ さわ しいアイソ トープセ ンター といた したい と念願 してお りますO

また本 セ ンター は放射線取扱者 に対す る実習訓練 の場所 として も御活用 いただ きた く思

ってお ります｡実習 の際 は､講義 その他 のため に各専 門分野の先生方 に色 々 と無理 なお願

い をす ることが多い と存 じますが､その折 は何 とぞよろ し くお願 い申上 げます｡

さらに本 セ ンターの重要 な業務 の一 つ として､本学 におけるア イソ トてプの管理 を総括

す るこ とが定め られてお ります｡ これ こそ研究者各位 の御協 力な くしては行 いえぬ業務 で

あ り､温 い御支援 を切 にお願 い申上 げ ます｡ なお､本 セ ンター は放射線管理 セ ンター では

な く､従 って､放射線管理やアイソ トープの管理 のみに専念 で きる立場 にはないことも､

御理解 いただ きた く存 じます｡ もちろんセ ンター内の放射線管理 につ いては十二分 の配慮

を し､放射線事故 な どのため御迷惑 のかか るこ とのないよう最善 の努 力 をいたすつ も りで

あ りますが､施設の共 同利用や教育訓練 の実施 をさ しひか えて までこの業務 に専念す るこ

とは不可能 と思 われ ます｡

セ ンターの建物 は先 月 よ りようや く着工 され たばか りであ り完成 は明年春 であ りますが

セ ンター に対 す る御希望 な り御意見 はセ ンター長 あて直接 に御遠慮 な くお寄せ下 さいます

よう御願 い申上 げ ますO終 りに､一 日も早 くセ ンターが完成 し新 しい建物 の中で皆様 にお

目にかかれ るこ とを心 か ら待 ち望 んでお ります｡重ねて御協 力 と御指導 をお願 い申上 げ､

セ ンター長就任 の御挨拶 といた します｡ (1970年10月)

アイソ トー プ総合 セ ンター 日誌 (その 1)

設置 に至 るまでの経過

昭和36年 1月 第4回東京大学放射性 同位元素委員会 (以下委月会 とい う)で､東京大学 の放

射性 同位 元素施設の将来計画 が協議 され学 内の放射性 同位 元素利用 のため

○大 セ ンター を1ヵ所

○他 にサ ブセ ンター を設 ける｡

との方針 が提案 され た｡

5月 大 セ ンター構想 を検 討す るため､委貞会 の下 に｢RI大 セ ンター小委員会｣

が組織 された｡

昭和38年 3月 第20回委員会 で､ RI大 セ ンター小委貞会 の審議結果 の報告 を得 て ｢RI

大 セ ンター｣ の設立 の方針 が決定 され た｡

6月 RI大 セ ンター は｢アイソ トープ総合 セ ンター ｣と名称 を改 め､設立 を文部

省 に概 算要求 した｡以後昭和40年度 よ り45年度 まで毎年 内容 に検討 を重 ね

概 算要求 した｡

昭和45年 3月 第42回委員会 で､ RI大 セ ンター小委月会 を解消 し､あ らたに ｢アイソ ト

ープ総合 セ ンター 設立準備会｣ を組織 し､ さらにその下部機 関 として

｢企画 グルー プ｣ を設 け ることが決定 され た｡

4月17日 アイ ソ トープ稔合 セ ンター設置が認め られた｡

(国立学校 設置法施行規則 の一部 を改正 す る省令(文部省令第12号))
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アイ ソ ト-プ総合センターの概要

東京大学 においては戟後 アイソ トープの利用 の重要性 に着 目し､昭和26年全 国国立大学

にさ きがけて放射性 同位 元素総合研究室 を附属病 院 の好意 によ り同病 院地下 に設置 し､学

内者 の共 同利用全国 アイソ トープ研究者 のための第 1回アイソ トープ研修 コースの開催 ､

ビキニ灰 の研究調査 な どによってアイソ トープの研究お よびアイソ トープ技術研㌧修の両面

にわた り､多大 の成果 を収 めて きた｡ しか し､その後20年 間にわたるアイソ トープ技術 の

進歩 はめ ざま し く､同研 究室現有 の設備 はほ とん ど時代 お くれの もの とな り､学 内研究者

も急激 に増加 ､現在 アイソ トープ使用研 究従事者 は約 1,700名 に達 し､研究室 の面積 も全

く狭陰 となって全学共 同利用研究室 としての価値 が完全 に失 われて しまっている｡ この間､

昭和33年 には放射線障害防止 に関す る法律 が定め られ､アイソ トープの使用 はあ らか じめ

許可 を得 た場所 においてのみ許 され るこ ととなったので､低 レベルのアイソ トープの取扱

い､比較的簡単 な放射線測定機器 を使用す る研究のため に､各部局 にアイソ トープサブセ

ンター を設 け､アイソ トープ利用者 の便宜 をはかって きた｡ しか し高 レベルのアイソ トー

プ取扱 いのための設備 や､最新 の高級放射線測定機器 を使用す る研究のための設備 が学 内

にはな く､ これが多 くの研究の障害 となって言るこ とか ら､東京大学内の公式委具合 の一

つ である東京大学放射性 同位元素委員会 では昭和38年以来 ､上記病 院内の放射性 同位 元素

稔合研 究室tを発展充実 した新 しい施設 としてアイソ トープ総合 セ ンターの設置 を要望 して

きた ものが ようや く実現 されたわほであ る.以上 の経過 か らもわか るように､アイソ トー

プ総合 セ ンターの役割 は
I

(1) 各部局 のサ ブセ ンターで堕､使用 で 苧ない高 レベルアイソ トープ取扱設備 お よび高級

放射線測定機器 の共 同利用｡

(2) 学 内アイソ トープ関係者 に対 す る情報 の提供 と研究者 間の連絡 ､交流 の促進｡

(3) 大学 内のアイソ トープ取扱者 の教育実習 の実施｡

(4) 法律 に基づ く学 内のアイソ トープ使用全般 についての管理｡

である｡

建物 は東京大学低温 セ ンター､大型計算機 セ ンター､工学部原子力教育施設本館 お よび

別館 に隣接 す る場所 に昭和45年度 に建設 し､設備 お よび人月 については数 カ年 の年次計画

をもって推進す る予定 である｡

アイソ トープ捻合 セ ンター 日誌 (その 2)

設置後の あゆみ

昭和45年 4月17日

4月20日

4月30日

アイソ トープ稔ノ合セ ンター設置が認め られた｡

セ ンター長事務取扱 に斎藤信房教授 (理学部 ･東京大学放射性 同位 元

素委員会委員長)が任命 され た｡

セ ンター企画 グループが発足 したo

セ ンター設立 に関連 したアイソ トー プ使用研究室等 の調査 を東京大学

放射性同位元素委具合 が行 なった｡
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アイソ守一プ総合センタ.T設立準備のための

委員会組織について

東京大学 アイソ トープ総合 セ ンター(以下 セ ンター とい う)は放射性 同位元素利用 を目的

とした学 内共 同利用施設 であ り､セ ンターの設立準備 については､セ ンター設立準備委員

会 が これ にあたっている｡

セ ンター設立準備委員会 (以下委員会 とい う)は､昭和45年 6月16日の評議会 で設置が認

め られ た｡

委具合 は内規 によ り､

○セ ンターの設立 に関す る事項 を審議 す 畠こ と.

o放射性 同位 元素委員会へ委員 を出 している部局 か ら推薦 され た者 ､お よび本部 関係者､

その他 必要 ある者 か ら構成 され るこ と｡

と定め られ ている｡

また委員会 は､下部組織 として､小委員会 を設 けることが出来､現在 これ豆相 当す るも

の として､

○人事小委具合

○アイソ トープ総ン合セ ンター企画 グループ

があ る｡ この内セ ンター企画 グループは､セ ンターの設立 にあたって研究者 の具体 的 な

要望 を取入れ るため に組織 された ものであ り､建物 の設計あるいは設備 の実施案 な どにあ

たって､各専 門分 野の研 究者 に御検討 を願 っている｡

なお､セ ンター設立準備委員会 は､セ ンターの建物 が完成す る頃 には､新 し く組織 され

る予定 のセ ンター運営委員会 に､任務 を引継 いで解消 され る予定 である.

アイソ トー プ総合 セ ンター 日誌 (その 3)

昭和45年 6月16日 セ ンター設立準備委具合 の設置 が評議会 で認め られ た｡

7月17日 セ ンター設立準備 会 を解消 したO

第 1回セ ンター設立準備委員会 が開催 され委員長 に斎藤信房教授 が選

出 され た｡

9月22日 第 2回セ ンター設立準備委員会 が開催 された｡

セ ンター人事小委貞会 が組織 されたO

セ ンター設立準備 室 が開設 され た｡

(工学部 綜合試験所239号室 電話内線3132)

9月29日 セ ンター建物 の建築工事 が決定 した｡

(敷地 は旧浅野邸 内 面積約30bom2 地上 5階地下 1階)

10月1日 井上事務主任 がセ ンター設立準備室 に配置 された｡

10月16日 セ ンター長 に斎藤信房教授 (理学部)が任 命 され た｡

10月20日 セ ンター規則 が評議会 で認め られ施行 され た0
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兼景大学の放射性同位元素委員会 と

アイソ トープ施設 との関係

◎東京大学放射性同位元素委月合 では学内における放射性 同位元素 の管理､使用及び障害

防止計画等 に関す る重要事項 を審議 す る｡

◎部局 の放射性 同位元素委具合 では部局内の放射性 同位元素等の管理事項 を審議す る｡

[コ人事異動

◎セ ンター長事務取扱の発令一一一一｣塑学部化学科斎藤信房教授 は､昭和45年文部省令第12号

(45･4･17)国立学校設置法施行規則の一部 を改正す る省令の公布 に伴 ない､

4月17日付 をもって､東京大学 アイソ トープ稔合セ ンター長事務取扱 に併任 されたO

◎セ ンター事務主任 の発令一一｢ 工学部航空学科 事務主任井上清 は､10月 1日付 をもっモ

セ ンター設立準備 に従事 し､事務機構 を整備 す るため､東京大学 アイソ トープ捻合セン

ター事務主任 に配置換 された.

◎セ ンター長発令- セ ンター長事務取扱斎藤信房教授 は､10月16日付 をもっrて事務取扱

を免ぜ られ､同 日附 をもって東京大学アイソ トープ総合 センター長 に併任 きれたO
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東京大学 アイ ソ トープ 総合 セ ンター規則 の制定

∫-一10月20日の評議会 で､東京大学アイソ トープ総合 セ ンター規則 が次の とお り承認決定 さ

れ た｡

東京大学アイソ トープ総合センター規則

(設置)

第 1条 東京大学 に､放射性 同位元素 (以下 ｢アイソ トープ｣とい う｡)関係 の研 究 ･教育 の

ための学 内共同利用 の施設 として､東京大学 アイソ トープ捻各 セ ンター (以下 ｢セ ンタ

ー｣とい う｡) を置 く｡

L業務 1

第 2条 セ ンター は､ その 目的を達成す るため､次 に掲 げ る業務 を行 なう｡

(1) アイソ トープ関係 の機器 及び施設 を学 内各部局研究者 の共 同利用 に供す ること

(2) アイ ソ トープの管理 を総括す ること

(3) アイ ソ トープ取扱者 の教育訓練 に関す ること

(4) 前各号 に掲 げ るもののほか､セ ンターの 目的 を達成す るために必要 な事項

(セ ンター長 )

第 3条 セ ンター に､岳 を置 く｡

2. セ ンター長 は､専任 の東京大学教授 をもってあて る｡

3. セ ンター長 は､セ ンターの管理及 び運営 を総括す る｡

4. セ ンター長 の任期 は､ 2年 とす る｡ ただ し､再任 を妨 げない｡

(運営委月会 )

第 4条 セ ンター に､.セ ンターの運営 に関す る重要事項 を審議 す るため､運営委月会 を置

く｡

2. 運営委具合 の組織及 び運営 につ いては､別 に定め る｡

(部 門)

第 5条 セ ンター に､_次 の部 門 を置 く｡

(1) 物理部 門

(2) 化学部 門

(3) 生物部 門

(4) 放射線管理部 門

2･ 前項 の各部 門に主任 を置 き,セ ンター専任 の助教授又は助手 をもってあて る.

3. 主任 は､セ ンター長 の もとに当該部 門の業務 を掌 る｡

(事務部 )

第 6条 セ ンターの事務 を処理 す るため､事務部 を置 く｡

(補則)

第 7条 この規則 に定め るもののほか､セ ンターの運営 に関 し必要 な事項 は､別 に定め る｡

附 則

1. この規則 は､昭和45年10月20日か ら施行 す る｡

2. 第 4条 に定め る運営委月会 は､アイソ トープ総合 セ ンター設立準備委見合 の任務 の終

了 した ときに設置す る もの とす る｡

制定理 由

昭和45年 4月17日国立学校 設置法施行規則の一部 を改正 す る省令 (文部省令第12号 )に

よ り､東京大学 の学内共 同利用 の施設 としてアイソ トープ総合 セ ンターが設置 され たので､

この規則 を定め るものである｡
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東京大学 アイソ トープ総合 センター設立準備 委貞会 内規 の決定

東京大学 アイソ トープ総合 セ ンター設立準備委月会 は､ 6月16日評議会 で設恵が認め ら

れ､ 7月17日の第 1回委員会 で､次 の とお り内規 を定めた｡

某京大学アイソ トープ総合センター設立準備委員会内規

(任務)

第 1条 アイソ トープ総合 セ ンター設立準備委具合 (以下 ｢委員会｣とい う｡)は､アイソ ト

ー プ総合･セ ンターの設立 に関す る事項 を審議 す るO

(組織)

第 2条 委員会 は､委員長及び1欠に掲 げ る委月 をもって組織す る｡

(1) 東京大学放射性 同位 元素委員会-委員 を出 している部局か ら推薦 きれ た者各 1名o

(2) 事務局長 ､庶務部長 ､経理部長 及 び施設部長｡

(3) その他委員会 が必要 と認めた者｡

(要点長 )

第 3条 委局長 は､委月の互選 によって定め る｡

2. 委員長 は､委員会 を招集 しその議長 となる｡

3. 委兵長 に事故 があ る ときは､委兵長 の指名す る委員 がその職務 を代行 す る◆｡

(議事 )

第 4条 委員会 は､委員の過半数 が出席 しなければ議決 をす るこ とがで きない.

2. 委月会 の議事 は､出席 した委員の過半数 をもって決 し､可否 同数 の ときは､委兵長 の

決す る ところによる｡

3. 前 2項 の規定 にかかわ らず人事 に関す る議案 は､出席 した委員 の 3分 の 2以上 をもっ

て決 す るもの とす る｡

(代理 )

第 5条 委員 は､代理 を出席 させ るこ とがで きる｡

2. 代理 として出席 した ものは委月の議決権 を行使 す ることがで きない｡

(小委月食 )

第 6条 委員会 は､必要 があるときは特定の事項 につ いて小委員会 を設 けることができる｡

(幹事 )

第 7条 委員会 に､委兵長 の指名す る幹事若干名 を置 く｡

2. 幹事 は､委員長 を補佐 し､要点会 の事務 を掌 る｡

(庶務)

第 8条 委具合 の庶務 は､事務局能 おいで取 り扱 うO

附 則

､.この内規 は昭和45年 7月17日か ら施行 す る｡
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東京大学アイソ トープ総合センター設立準備委員会

6月16日設置 された東京大学 アイソ トープ捻合 セ ンター設立準備委員会 の構嘩月 は次の

とお りである｡

委 員

部局 氏 名

医 学 部 岡 田 重 文

病 院 宮 川 正

分 院 飯 野 祐

工 学 部 鎌 田 仁

原 子 力 三 島 良 績

○理 学 部 斎 藤 信 房

農 学 部 不破 敬一郎

教養学部 松 浦 二 郎

薬 学 部 鶴 藤 丞

生 研二 加 藤 正 夫

部局 氏 名

応 微 研 丸 尾 文 治

核 研 田 中 重 男

物 性 研 本 田 雅 孝建

海 洋 研 藤 田 善 彦

宇 宙 研 仁 木 栄 次

保健センタ一 茂 在 敏 司

事 務 局 藤書 日出男

〝 根 本 松 彦

〝 佐藤三樹太郎

〝 山 崎 三 郎

○印は委員長

幹事 理学部 森川尚威 病(稔合研)中村愛子

東京大学アイ ソ トープ総合センター企画グループ

東京大学 アイソ トープ総合 セ ンター設立準備委局舎 の下部組織 として､アイソ トープ絶

食･セ ンター企画 グループがあるが､その構成月 は次の通 りであるO

構成 員 (昭和45年12月 1日現在 )

第 1グループ ホ ッ トラボ関係

第 2グループ 放射線管理

第 3グループ 排水処理装置

氏 名

石 原 豊之

氏平 祐輔

○菅野 昌義

佐藤 乙丸

堂 山 昌男

西村 靖彦

宮地 重遠

担当

所 属

原子核研 ･放射線管理室

工 学 部 ･工業化学科

工 学 部 ･原子力工学科

生 産 研 ･第四部

工 学 部 ･冶金学科

農 学 部 ･RI実験室

応 微 研 ･微生物薬 品化学教室
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第 4グルー プ 測定機器関係担当

氏 名

内田 章

氏平 祐輔

佐藤 乙丸

佐藤 純

中川 秀夫

長谷川賢一

別府 輝彦

○馬淵 .久夫

宮本 重徳

所 属

物 性 研 ･放射線物性部門

工 学 部 ･工業化学科

生 産 研 ･第四部

理 学 部 ･化学教室

薬 学 部 ･生理化学教室

工 学 部 ･原子力工学科

農 学 部 ･農芸化学科

理 学 部 ･化学教室

宇 宙 研 ･新設部 (化学)

第 5グルー プ 物理系研究室担当

氏 名

小 嶋 稔

佐野 信雄

鈴木 良美

堂山 昌男

○平川 浩正

藤原 邦男

堀江 絹子

山本 憎

青沢 昭宣

所 属

理 学 部 ･地球物理学教室

工 学 部 ･冶金学科

工 学 部 ･工業化学科

工 学 部 ･冶金学科

理 学 部 ･物理学教室

教養学部 ･(物理学)

物 性 研 ･RI実験室

農 学 部 ･農業工学科

工 学 部 ･冶金学科

第 6グルー プ 化学系研究室担当

氏 名

田畑 米穂

○富永 健

平 田 県

松浦 二郎

所 属

工 学 部 ･原子力工学科

理 学 部 ･化学教室

農 学 部 ･農芸化学科

教養学部 ･基礎科学科

第 7グルー プ 生物系研究室担当
氏 名

朝倉 英男

唐木 英明

清水 誠

代 谷 次夫

永井 和夫

丹羽 - 孝

二井 将光

○宮地 重遠

山口 彦之

所 属

病 院 ･放射線科

農 学 部 ･畜産獣医学科

農 学 部 ･水産学科

理 学 部 ･動物学教室

農 学 部 ･農芸化学科

医 科 研 ･細胞化学研究部

薬 学 部 ･農芸化学科

応 微 研 ･微生物薬品化学教室

農 学 部 ･農業生物学科

○印 は グルー プ代 表
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セ ンター事務部 よ り

東京大学 アイソ トープ

総合 センター事務官

井 上 清

東京大学 アイソ トープ総合セ ンター は､去 る昭和45年 4月17日文部省令第12号 ､国立学

校設置法施行規則の一部 を改正 す る省令 によ り発足 し､同年10月 1日浅野邸跡にある綜合

試験所 内に設立準備室 を置 き､次いで昭和45年10月21日東大達 第16号 をもってアイソ トー

プ総合 センター規則が制定 され るに至 り､同規則第 6条 によ り事務部 を置 くことにな りま

した｡

セ ンターの建物新嘗工事 は､昭和45年度文教施設整備 費によ り､昭和45年 9月着工､ 目

下′_5階 の コンクリー ト打 ちを完了､不 日､内装 に着手す る運 び となる予定 です｡ この建物

が単年度 で完成 されましたのは､全 くRI施設の特殊性 に基ず くもので､特殊の排気ダク

ト系 その他 を備 える建物 であるために､数年度 にわたって分割 建築 をす ることは､経費の

点 で極 めて損失 が大 きいためであ ります｡

セ ンター設立準備室 は開設以来､庶務 ､人事 ､会計 ､経理 の事務体制 を整備 す るため に

庶務会計全般 の法令集 ､事務必携､訓令通達等の例規､法定 及び任意 の簿冊 ､所定用紙､

又は様式 を収集､これ を研究 し､他方 ､センター関係者 との討議 か らセ ンター業務の種類

内容､マ ンアワー を推定､又､事務部所属職具で処理 し得 る技術的ルーチ ンワ一客検討､

事務 につ いて も､同様の組織要素 を推定 しま して､単 に他 の部局 の規定や人員配置の模写

によらない業務 と事務 の分掌規程 をつ くり､ さらに昭和46年度の運営確保 に不可欠な最低

人月配置 を算定 し､夫 々､セ ンターの長 よ り上局へ進達 す る作業 を完了 しましたO

今後 ､力 を入れ,る必要 な事項 は､事務管理上 の帖簿伝票組織 と人員配 置の割 [)付けな ど

仕事.の システム化の確 立､ さらに放射線管理 を要 す る施設の保安体制 ､障害予防に関す る

規定やマニュアル編成-の参与 であ ります｡前者 では少数 で行 え迅速､正確､親切 をモ ､ソ

トー とす る事務管理方針の設定､後者 では放射線管理用紙 その他所定様式の決定や管理報 ●

告 の システム化 に努 力す る考 えであ りまして､このためのマ ンパワーやマ ンアワーの早期
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充足 は一層 に切 実 であ りますO

昭和46年度 中､当セ ンターが予算配当部局 として執行す る経費 は､設備 費､事業費 その

他 の追加経費 を含嫉 一1億円以上 に見積 ら

に掲上 がな く､すべ て学内振替 にま千∋異例～

物的設備 の建設ね 極 めて ビジブルに華 や

すが､単糖 1融 召和45､46年度 の予算定男

こあ ります｡
へ女}T～-■J
鹿 瞥ミ事務組織の確立 は巨

額 の予算 を必要 としないためか､地味 な紙 とペ ンの作業 として人々の関心 の外 にあ ります｡

殊 に しば しば見 られ る事 務軽視 の風潮の中では､事務 関係者 の努 力 は､後 日､社会的意

味 での管理能率 ･事務能率 が取沙汰 され るまで評価 の対象 とな りませ んo組織一般 の基本

的要求 として､地味 な仕事 には どうして も経験的 に定め られ る予算定男 が欠かせ ませ ん｡

行政 は､制度 を創成 させ､存続 させ ､繁 栄 させ､多かれ少 なかれ制度 の様式 を決定す る

ための信念 と実践 の体系化 であ り､事務 はそれ を実際 に具体化す る手段 であ ります｡ セン

ターの業務機構 ･事務機構 の確立 につ きまして､当セ ンター御利用の各部局大方 の御理解

と御支援 を裁 きた くお願 い します｡

アイソ トープ総合 セ ンタ一 日

昭和45年12月15日

12月21日

昭和46年 1月11日

2月13日

2月21日

2月27日

3月 1日

アイソ トー プ総合 セ ンターニュー ス (Vol.1,No.1)を発行 した｡

第 3回センター設立準備委員会 が開催 された｡

セ ンター企画 グループ (第 5グループ､物理系研究室担当)に､山

崎敏光助教授 (理学部 )が参加 された｡

セ ンターの英文 名称 が決定 した｡

(RadioisotopeCentre､TheUniversityofTokyo )

液体 シンチ レー ションカウンターが納入 され た｡

国際電信電話株式会社 へ電信略号 を登記 した｡TOKUNIVRIC

半導体検 出器お よび付属装置一式 が納入 され た｡

第 1回センターニュー ス編集委員会 が開催 され､田畑米穂助教授 (

工学部 ) を同委員長 に選 出 した｡

第 4回センター設立準備委員会 が開催 され た｡

ロ人事異動

◎ セ ンタ-併任 の発令- 理学部森川尚威助手 は 1月 1日付 をもって､セ ンター に併任 さ

れ たO併任 期 間 3月31日までO
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アイソ ト-プ総合センタ-位置図
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◎アイソ トープ総合センター

(∋ 本部 (大講堂)

② 法学部

③ 工学部

④ 綜合試験所

⑧ 原子力教育施設

⑥ 文学部

⑦ 理学部

⑧ 理学部 3号館

⑨ 農学部

⑲ 病院

⑪ 応用微生物研究所

⑫ 正 門

⑬ 農学部正 門

⑭ 弥生門

⑮ 三四郎池

⑲ 施設部

⑰ 学生食堂

⑬ スクールバ ス停留所

⑲ 大型計算機 センター､低温センタ∵

⑳ 大型構造物試験室

⑪ 仝径間風洞
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建 物 の 概 要

竣功 間近 い東京大学 ア イソ トー プ総合 セ ンター は､地下 1階～一地上 5階の鉄筋 コンク リ

ー ト造 t)の約3000m2の建物 で､恒 温恒湿実験室､低 温実験室､暗室 な どを北側 に配置 して

無窓の構造 とし､建物 の南面 のみ を広 いガラス窓 とした一見特異 な外観 であ り､放射性物

質の使用施設 としては極 めてユニー クな高層建築 である｡ このアイソ トープ総合･セ ンター

には､密封 ､非密封 の放射性 同位元素 を利用す る理 ･工 ･農 ･生 ･医 ･薬 の広範 囲の研究

分野 にわた る実験 が､多種 の放射性 同位元素 について､高低 さまざまの使用量の レベルで

行 なえる使 用施設 であること､貯蔵 ･廃棄 の施設 を充実 して管理 に万全 が期せ られている

こ と､ また講義室 ､図書室 ､管理室 な どの非管理 区域 を許 され る範囲内で整備 す ることな

どが､設立 の趣 旨か ら強 く要求 され るので､放射性汚染 の防止 ､放射線の しゃ- い､放射

線の監視 に特 に留意 し､ センター設立の成果 が東京大学 におけるアイソ トープ利用の研 究

お よび管理 の面 に大 き く反映 す るこ とを期 して建築 を進 めている｡

高 ･中 ･低 レベルの三排気系の設備 ､高 ･低 レベルの二排水系 の設備 ､RI使 用施設の

使用量 レベルに もとず く実験室 の配置 と空調 な どが､設計 ･施工上 ､ とくに注意 がは らゎ

れている｡

最 もRI使用量 レベルの高 いのは地階であるが､つ ぎに高 いのが 4階､ついで 3階､ 2

階 とな り1階 は大部分 が非管理区域 である｡ また各階 とも階段室の近傍 がその階で最 も低

レベルになるように配慮 してある｡

地上階 に くらべて広 い面積 を占め､その階高 も一様 ではない.(次図参照)

高 レベル使 用施設 上層 に非管理区域 があ るので放射線 の し千- いはい うまで も

な く､汚染 防止 の ために､高 レベル排気系の独立完備 ､気密扉 の設備 ､高 レベル､低 レベ

ルの二系統 の排.水設備 が施工 されている｡

施設内には､セ ミホ ッ トケー ブ (前面 鉛50mm厚､側 ･背面 鉄75mm厚 ､天井 鉄100mm

厚上 ピッ ト型の高 レベル貯蔵庫 3基 ､これ らの設備 のためのⅩY方向のホイス トが整備 さ

れ､ また除染用 グローブボ ックス (超音波洗浄器併用)の設置 された除染室 ､一時保管室

がある｡

ポジ トロン装置 室 建物 の一番東側 の巾4m､長 さ25mに及ぶ細長 い実験室 で､

ⅩY方向の ホイス トが設置 で きるように レールが取付 けてある｡

発送荷受室 高 レベルノ使用施設や ポ ジ トロン装置室-の搬入用 のモノ レール ク レ

ー ンが取付 け られ るよう レールが設 けてある. ドライエ ))ア との境 界はシャ ッターで区割

され る｡
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図書室

1階平面図 (1:200)I
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電気炉室 高周波加熱炉､ シ リコニ ッ ト炉 が設置 され る｡ そのほか､金属 の熔解

｡切 断 ･研磨 な どの実験 がで きるように計画 された中 レベル RI使 用施設 である｡

貯蔵施設 前室 と冷凍室お よび中 レベル ･低 レベル貯蔵庫 によ り構成 されている.｡

高 レベル貯蔵庫 は高 レベル使用施設内にある(前 出)O冷凍室 は約 -20℃ の温度 に保 たれ､

標識化合物 ･標識動物 をは じめ種 々の物 品の低温保管 に役立つ よう設計 されてい る｡

貯蔵庫 は中 レベル用 に鉛 あるいは鉄 5cm厚 の前面扉 の ロ ッカー型の ものが40個 ､低 レベ

ル用 に鉄 フラ ッシュ扉 の ものが20個設 け られている｡

廃棄施設 排気 は高 ･中･低 のレベル毎 にダクトスペース(Ds)内の専用 ダクトを通 っ

てスタックより希釈 され て放 出 され る.排水 は高 レベルの ものは一度貯留槽 に貯 え られ ､一

定水位 になると自動的 に貯蔵施設 に隣接 す る排水処理室内のタンクに汲上 げ られ､放射性

物質 の濃度 を測定 し､適 当の処理 ののち低 レベル排水浄化槽 に送 られ る｡一方､低 レベル

排水 は直接浄化槽 に送 られ､放射性物質 の濃度測定､希釈 ､放水 な どの処 置が とられ るよ

うになっている｡

排水処理室 の一部 は保管廃棄物 の保管場所 として使 用 され る｡

エ レベーターと小型 リフ ト 階段室 の脇 にエ レベーター(地階～ 4階 5カ所停止)が､

廃棄施設 の廊下側 ドアの向い側 に小型 リフ ト(地階～ 5階 6ヵ所停止)がある｡ エ レベー

ター は人お よび汚染 されていない物 品の運搬 に利用 し､少 しで も放射性物質 による汚染の

おそれのあるものは小型 リフ トを利用す るように配慮 されている｡

ドライエ リア と廃棄施設 建物西側 のスロープ をお りると ドライエ リアになる｡

こ ゝよ り非管理 区域 の各室 に出入 で きるが､ またこ ゝは廃棄施設 よ りの保管廃棄物 の搬 出

に利用 され る｡ この ドライエ リアの下 は高 レベル貯留槽 と低 レベル排水浄化槽(10トン)3

基が埋設 されている｡

非管理 区域 電気室､空調機械室 は管理 区域 と壁面 で完全 に区割 され､ ドライエ

リアか ら出入す る. これ らの区域か ら管理 区域-のダク トあるいは配線配管 はそれぞれ-

ヵ所 に集中 し､気密性 に特 に注意 がは らわれている. 空調機械室 に隣接 してセ ンター内に

供給 す る窒素 ･圧縮空気用のポ ンプ室 ､薬 品室(上部 に新鮮空気の取入塔 )､停電後 1分以

内に作動す る発電機 を収納す る発電機室 があ る｡

玄関､事務室､管理室 ､図書室 ､講義室 な どの非管理 区域 が大部分 を占め､

地階お よび 2- 5階の管理 区域への出入 口 として､更衣室 ､汚染検査室､エ レベー タな ど

の管理区域 があ る｡更衣室の入 口扉 は簡易気密型 であ る｡

管理室 と事務室 管理室 にはセ ンター内の放射線 モニター ､通信 ､電気､機械関

係 のいろいろの機器 の警報 を集中的 に管理 で きるように計画 されてい る｡ また管理区域-

の出入者 の表示盤 も整備 が計画 されている｡宿直室 はこの室の一隅 を利用 している｡

事務室 はセ ンター長室 ､所長室 と隣毒薬して玄関脇 にあ り､事務部 の本拠 となる｡

図書室､講義室 と非放射性実験室 アイソ トープ関係 の図書 を充実す るため約10

台の書架 ､雑誌架 を配置 し､20人 ちか くの人が 自由に閲覧 で きるよう計画 されている｡講

義室 は約40人 を収容 で き､研修 のための講義室 として､あるいは､講演会､会議 な どに も利

用 で きるよう設計 されて いる｡非放射性実験室 は実験 に使用す る非放射性 の試剤の供給場

所 として不可欠の ものであ り､製氷機 な どの設備 が計画 されている｡

ロッカー室 ア イソ トープ総合セ ンターの利用者 の更衣用 ロ ､ソカー を配列 し管理

区域 内に不必要 な もの を持込 まずにすむ ように し､ また利用者 の休息の場所 として も活用

す る予定 である｡

7



8

純水呈＼∩

倉庫 ＼ Ds∃J 女子便所 臣便所 ＼.DsEV

2階平面図 (1:200)

この階 には主 として研究用精密測定機器 が整備 され るこ とを目標 として設計

されている｡精密測定機器 の性能 を十二分 に発揮 させ るため に防塵 が著 しい効果 を示す こ

とよ り､窓 は非常用以外 は固定式 とし､除塵空調 の方式 を採用 している｡ また測定器用 の

電源 には別途の配線 を計画 してお り､電気配線 のため にはフロアダク トを設けてある｡恒

温恒湿実験室 (ⅠⅠⅠ)には特 に雑音 防止 の一助 として､蛍光灯 をとりやめ､ 白熱電球 による顔

明 を採用 してい る｡恒 温恒温実験室 (II)には低 温センター に連結 したヘ リウムの回収 ライ

ンが設 けてある｡

実験室 な どの配置 は､階 の中央 にダク トスペース (Ds) 2ヵ所 ､エ レベー ター (EV)､

便 所 ､脱 イオ ン水供給量 ､倉庫等の共通部分 が設置 され､その周囲 を廊下 が回 り､ その外

側 に実験室 が並 ぶ とい うアイソ トープ総合 セ ンターの基準的型式 をとっている｡実験室 の

廊下 に画 した出入 口の両側 はパ イプ シャフ ト (PS)になってお り､上下方向の配管がそ

の中にすべ て納め られている｡

ダク トスペー スやパ イプ シャフ トを共通部分 にまとめ た構造 は放 射性 の汚染防止や これ

らの設備 の保 守管理 に貢献 す るこ とと期待 されている｡

恒温恒湿実験 室(Ⅰ～ⅠⅠⅠ) これ らの実験室 にはメスバ ウァ効果測定装置､半導体

検 出器 お よび4096チャネルの波高分析器 の設置が予定 されている｡

測定室 低 バ ックグラン ドカウンター､液体 シンチ レー ションカウンター などが

納め られ るO
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3階平面図 (1:200)

この階 も基準的平面配置で中央の部分･に､ ダク トスペー ス(Ds)､エ レベ-

タ(EV)､ シャワー室 ､脱 イオ ン水供給室､倉庫 が配置 されてお り､-その周囲の廊下 の南

側 に準備室 ､ トレーサ実験室､北側 に測定室 ､暗室､恒 温恒湿実験室 (Ⅳ)､ガスRI実験

室 が配置 されてい る｡

トレーサ ー実験室 中 レベルRI使 用施設 で､エアカー テ ン式の オー ク リッ ジ型

ドラフトチャンバーが16台設 け られ､15組 ぐらいの実習にも利用 で きる大実験壷 として計 画

されている｡

ア イソ トープ総合 セ ンター では中 レベルRI使用施設 にすべて新鮮空気 を供給 している

ため､空調効率 を考 慮 して実験室 内-の給気 とは別系統 で､ ドラフ トチャ ンバー に給気 し

ている｡

ガス R I実験室 ウ ォー クイン型 ドラフトチャンバー､オー クリッジ型 ドラフ トチ

チャ ンバー､特殊 フー ド､ グロー ブボ ックスな どの設備 が計画 されている｡ ドラフ トチャ

ンバーはすべ てエア カー テン式 で､ガス状 の放射性物質が安全 に取扱 えるよう設計 され た

中 レベルRI使用施設 である｡

9



10

動物飼育室 植物生育室 磯蔵主 -恒温恒湿実験室(Ⅴ) 低.温室 ･分.､析機器室

し八 一｣作業室暗室 .油 壷玩 u前室+ト 無~菌室 前封機械壷 LN.1L ~.別室 準備室

二 二ps二二二fL八､｣l二二 二 p s二 二 二 L∧ ｣M 二 二ps‥二二 L∧｣M = psこrl/瀧氷室∴ Ds◇ / _.iS= [

】
】

重 (最 /TDSく 享 , 雫雷 I

≡ 1
ll
l
i

リフ ト 上ル ー下ル

/ps＼M 開 M = P S二二 一 /pst = psここ

上ル 下ル､
I
l
I

≡≡∫

I
ll

｣⊥

4階平面図 (1:200)

アイソ トー プ総合 センター で､地階の高 レベルRI使用施設 につ いで レベル

の高 い区域 である｡主 として密封 されていない放射性物質の使用 に利用 され る｡

実験室 は基準の配置で中央 の部分･にダク トスペー ス(Ds)､天秤壷 (Ⅰ､ⅠⅠ)､シャワー室､

脱 イオ ン水供給室 ､エ レベー ター(EV)がある｡

分析機器室 オー ク リッジ型 ドラフ トチャンバーの設置が予定 されている中 レベ

ルRI使 用施設 である｡ ラジオガスクロマ トグラフ装置､液体 シンチ レー ションカウンタ

ー用 の 自動試料酸化装置 な どが配置 され る｡

低温室 5±loCに保持 で きるように設計 されている｡低 温実験 に利用す る低 レベ

ルRI使用施設であ る｡

恒温檀湿実験 室(Ⅴ) クロマ トグラフ ィを利用 す る実験 が能率 よ く行 なえるように

設計 され た中 レベ ルRI使用施設 であ る｡ エアカーテン式の特殊 フー ドの整備 が計画 され

てい る｡

植物生育室､動物飼育室 および作 業室 植物生育室 にはコイ トトロンな どの恒 温

恒湿 の 人工光源利用のグロー スキャ ビネ ッ トが配置で きるように､ また一隅 には藻類 な ど

の実験 が行 なえるよう考 慮 されている｡動物飼育室 は24±2℃ に調節 で き､天井 か ら広範

囲に空調空 気 が吹 きだす｡作業室 は これ ら2重の前室 にあた り､こ ゝで飼育箱 な どの洗浄

乾燥 が行 なえる｡ この 3室 は中 レベ ルRI使用施設 である｡

無機化 学系 ･有境化 学系 ･生物系実験室 いずれ も中 レベ ルRI使用施設 でそれ ぞ

れので 専 門実験 が行 なえるよ うに､ ドラフ トチャ ンバー なども整備 が計画 されている｡
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排気機械室 とエ レベー ターー機械室 ､脱 イオ ン水装 置室 があ り､北側両隅 には恒

温恒 湿 の空調用 ､加 圧循 環水用 の クー リングタワーがおかれ るO排 気機械室 には､高 レベ

ル排気用のガスモニ ター､ ダス トモニ ター と中 レベル排気用 の ガスモニ ターが備 え られ る｡

排 気機械室 内 まで小型 リフ トが昇 って くるので､交換 した汚染 してい るフ ィル ター は､周

囲 を汚染 す るこ とな く､地階 におろされ､保 管廃棄物保 管室 に搬 出 され る｡排 気機械室の

中央上部 に排 気塔 が たち､ クー リングタワー とともに防音 に工夫 が こ らされ ている｡

また､ 5階 の西側 非常用 出 口の脇 に高揚程 ホイス トが設置 され るO ア イ ソ トープ総 合 セ

ンター に搬 入す る大 きな物 品 はすべ て この ホイス トに よ り､釣上 げ られ､非常 口よ り､中

央廊下 に持 ちこまれ る｡

あ とが き

空調 ､加圧冷却水 ､脱 イオ ン水 ､窒素 ガスな どについては､配管 ､配 線等 の基礎工事 は

全部施工 しますが､ それぞれの装置本体や､付 帯設備 につ いては年 次的 に整備 してい くこ

とにな ります｡ したが って建物 の竣功 と共 に設備 が完成 す るの はその一部 にな 1)ます,

施工

(建築) 株式会社 中野組

(設備 ) 大阪電気暖房株式会社

(電気) 株式会社 弘電社

(通信) 能美防災工業株式会社
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昭和45年度購入設備機器について

昭和45年度設備 費 で､購 入 され たお もな機 器 は次 の とお りですので､ ご紹介 いた･Lます｡

'半導体検 出器 および付 属装置 一式

Ge(Li)検 出器 :ORTEC製8101-1025(60cc)､検 出効率3''×3〝NaIとの比較 で10% ､

分解 能 60Coの1.33MeVで2.5KeV

波高分析器 :Northern Scientific製NS-700(4096channel)

読 出装置 :(1)Franklin製HighSpeedPrinter1200 (2)TeletypeModel33

その他 :Velonex製High VoltageSupplyModelNIMPACIO3(3KV)

液体シンチレーシ ョンカウンター･･････-Packard社製

TRI-CARB3380型 絶対放射能 測定装置(AAA)付

自動サ ンプルオキシダイザ 一････--Packard社製

TRI-CARB305型 3H試料- 38204 14C試料- 14CO2

ラジオガスクロマ トグラフ装置----日立製

β用 :K-53ガスクロマ トグラフ装置燃焼炉 ､ア ン トラセ ン ･フ ローセル付

γ用 : 同上 NaI(3〝×3〝)検 出器 ､ シングルチャネルPHA付

高周波加熱電気炉 ---･日本電子製

H-10D型 出力10KW 周波数427KHz

シ リコニッ ト電気炉 ---･･シ リコニッ ト高熱工業製

ら管型12KW 最高温度1800℃

精密分留装置･---協和科学製

コンセ ン トリック型 理論段数 100段

直示天秤 --･-mettler社製

(1)M5SA(ミクロ)(2)B6C200(セ ミミクロ)(3)HIOW(マ クロ)(4)P1200(上皿)

サーベイメーター---･･.日本無線医理学研究所製

(1)シンチ レー シ ョン型 ､(2)電離箱 型､(3)GM型

セ ミホ ッ トケーブ----芳沢機工製

前面鉛厚50ふm､内法寸法 巾1600×奥行1135×高サ1050mm

200×200mm鉛 ガ ラス窓 2ケ､ ボール ソケ ッ ト･トングス 6本付

鋲染用 グE)-プボ ックス--･--芳沢機工製

超 音波洗浄機付一式
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□編集小委員会だよ り

2月27日委員初会合 ､委員長 を選 出 し議事 に入 る｡

◎ 委員構成

井上 清

斎 藤信房

佐藤 純

○田畑米穂

中村愛子

堀江絹子

宮地重遠

○印委員長

(アイ ソ トープ絶合 セ ンター)

(アイ ソ トープ絵合 セ ンター)

(理学部化学教室)

(工学部原子力工学科 )

(放射性 同位元素総合研究室)

(物性研 RI実験室)

(応微研 第 7部 )

森川尚威 (アイソ トープ総合 セ ンター)

◎ 議 事

Ⅰ､編集方針

1.セ ンターニュー スは年 4回の発行 とし､必要 に応 じ号外 を発行 す る0

2.小委員会 は毎号 1回程度 開催 す るもの とし､前回の小委員会 において次号 の編集

企画､原稿割振 を行 な う｡

ⅠⅠ､Vol.1,No.2-4の編集企画

Ill､Vol.2,No.1以降の編集企画

1.頁数 は当分 の間10頁内外 とし､スタイル は現行 の ま ゝとす る｡

2.記事 の構成 は､巻頭言 ･トピックス ･利用の紹介 ･利用規定 ･設備機器 の紹介 ･

サブセ ンターの紹介 ･セ ンター 日誌､その他必要 な解説記事 とし漸次充実 をはか る.

□弥生町の紹介

第 2-4合併号 は建物 紹介号 とな り､本 セ ンターの弥生町 とは どんな ところか､昭和35年

発行 の弥生町案 内の中か ら御紹介 しましょう｡大昔 の弥生町 は海 が見 える向 ヶ岡 として､

不忍池 か ら根 津､谷中あたりは披静 かな入江､広漠 たる武蔵 野大原 野の果 てる所､根津の地

名 は岡の根 に在 って舟 の湊 とな り泊 りす る所 の義 と記 され､ 3月半 ば廃止 され る根津の都

電通 りも昔 は向ヶ岡の裾 を洗 う藍染川が月の影花 の姿 を映 しなが ら不 忍池 に注 ぎ､坂 を下

りれば逢初橋 の裾 には人待 ち顔 のたおやめが､四季折 々の月に想 いを托す風情 も見 られた｡

明治17年 3月現在 の農学部構 内東隅 の畑地 に弥生式土器 を発見､弥生町の名は世 界中に知

れ渡 った とも記 されてい ます｡

大正12年 9月 1日関東大震災 には弥生町 は焼 け残 り､浅野邸 は浅野候 の義侠'によ り罷災

者数百人の収容所 ともな り､昭和 8年小野塚総長 の代 に東京大学 に買収 ､戦時中一時第 2

工学部 の候補地 にあがったが､昭和23年頃 まで殆 ん ど利用 がな く ｢浅野の山｣ として少年

の遊 び場 であ りました｡

アイソ トープ総合 セ ンター は､ この ｢浅野の山｣ の中心部 に残 され た唯一 の空地 に､附

近住民 の少年時代 の追憶 をか き消すがご とく､今や着 々 と建 設の歩 が進め られています｡
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